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【公表日】平成24年2月23日(2012.2.23)
【年通号数】公開・登録公報2012-008
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年10月2日(2012.10.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬学的に許容されるアジュバンド中に治療的有効量の炭疽菌抗原を含み、かつ０．２５
ｍＭ～１０ｍＭの範囲の濃度でホスフェート塩を含む、炭疽菌ワクチン。
【請求項２】
　前記炭疽菌抗原が炭疽菌保護抗原（ＰＡ）である、請求項１に記載の炭疽菌ワクチン。
【請求項３】
　前記炭疽菌保護抗原（ＰＡ）が組換え炭疽菌保護抗原（ｒＰＡ）である、請求項２に記
載の炭疽菌ワクチン。
【請求項４】
　前記アジュバントがアルハイドロゲル（アルムニウムオキシヒドロキシド）である、請
求項１に記載の炭疽菌ワクチン。
【請求項５】
　前記ホスフェート塩の濃度が２ｍＭ～１０ｍＭの範囲である、請求項３又は４に記載の
炭疽菌ワクチン。
【請求項６】
　前記ホスフェート塩の濃度が３ｍＭ～５ｍＭの範囲である、請求項３又は４に記載の炭
疽菌ワクチン。
【請求項７】
　前記ホスフェート塩の濃度が３．５ｍＭ～４．５ｍＭの範囲である、請求項３又は４に
記載の炭疽菌ワクチン。
【請求項８】
　前記ホスフェート塩の濃度が３．８ｍＭ～４．２ｍＭの範囲である、請求項３又は４に
記載の炭疽菌ワクチン。
【請求項９】
　前記ホスフェート塩の濃度が３．９ｍＭ～４．１ｍＭの範囲である、請求項３又は４に
記載の炭疽菌ワクチン。
【請求項１０】



(2) JP 2012-504589 A5 2012.11.22

　前記ホスフェート塩の濃度が約４．０である、請求項３又は４に記載の炭疽菌ワクチン
。
【請求項１１】
　前記ワクチンのｐＨが約７．０～７．２の範囲である、請求項１に記載の炭疽菌ワクチ
ン。
【請求項１２】
　前記アルハイドロゲル（ミョウバン）が約０．１５～０．３５％で存在する、請求項４
に記載の炭疽菌ワクチン。
【請求項１３】
　前記アルハイドロゲル（ミョウバン）が約０．２０～０．３０％で存在する、請求項４
に記載の炭疽菌ワクチン。
【請求項１４】
　前記ｒＰＡが１０～３００μｇ／ｍｌの範囲である、請求項３に記載の炭疽菌ワクチン
。
【請求項１５】
　前記ｒＰＡが１５０～２５０μｇ／ｍｌの範囲である、請求項３に記載の炭疽菌ワクチ
ン。
【請求項１６】
　前記ｒＰＡが５０～３００μｇ／ｍｌの範囲である、請求項３に記載の炭疽菌ワクチン
。
【請求項１７】
　前記ｒＰＡが１００～３００μｇ／ｍｌの範囲である、請求項３に記載の炭疽菌ワクチ
ン。
【請求項１８】
　前記ｒＰＡが約１００μｇ／ｍｌで存在し、前記ホスフェートが約４ｍＭで存在し、前
記アルハイドロゲルが約０．２６重量％で存在し、かつ前記ワクチンのｐＨが約７．１で
ある、請求項４に記載の炭疽菌ワクチン。
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